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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、転写因子のペアボックス（PAX）ファミリーのメンバーをコードしています。この遺伝子ファミリーの中心的な特徴は、ペアボックスとして知られる、新規で高度に保存された DNA 結合モチーフです。PAX タンパク質は初期発生の重要な制御因子であり、その遺伝子発現の変化が腫瘍性形質転換に寄与すると考えられています。この遺伝子は、B 細胞分化の初期段階で発現しますが、後期段階では発現しません。この遺伝子の発現は発生中の中枢神経系および精巣でも検出されているため、コードされているタンパク質は神経発生および精子形成にも役割を果たしている可能性があります。この遺伝子は 9p13 に位置し、形質細胞様サブタイプの小リンパ球性リンパ腫および派生大細胞リンパ腫で再発する t(9;14)(p13;q32) 転座に関与しています。この転座により、IgH遺伝子の強力なE-muエンハンサーがPAX5プロモーターの近傍に位置するため、この遺伝子の転写調節異常がこれらのリンパ腫の病態に寄与していることが示唆される。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されているが、それらの生物学的妥当性は未だ確立されていない。
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Raji（1）およびEVC-304（2）細胞溶解物に対するPAX5マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。

